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１．クボタの概要

２．スマート農業への取り組みの背景

３．データ活用による精密農業への取り組み状況

４．自動・無人化農機の状況

５．省力化・軽労化への取り組み

６．スマート農業に関するまとめ

本日のご説明内容



１．クボタの概要 ・・・ 事業別売上

農機＋エンジン

建機 3000(

その他 200

パイプ 2000

水処理 1000

13000

2019年12月期
1兆9200億円



２．取組みの背景 ・・・ 日本農業の課題

担い手が抱える課題

(1)多数圃場の管理

・増加する作業者管理の問題

・収量、品質低下の問題

(2)生産コストの削減

(3)生産品の高付加価値化

(4)人材育成(ノウハウの伝承)

(5)販路開拓・拡大

スマ－ト農業技術の開発と普及

1)データ活用による精密農業

2)ＩｏＴ・ロボット技術による超省力・

農業の実現

3)省力化・軽労化への技術開発



ＫＳＡＳで出来ること

◆ 高収量・良食味米づくり

◆ 安心安全な農作物づくり

◆ 農業経営基盤の強化

◆ 迅速なサービスの提供

３．データ活用による精密農業 ・・・ ＫＳＡＳとは

営農支援システム
(お客様が用いるアプリケーション)

機械サービスシステム
(クボタが用いるアプリケーション)

クボタ スマート アグリシステム（ＫＳＡＳ）

農業機械とＩＣＴを利用して作業・作物情報（収量、食味）を収集し

活用することで、 を実現する営農・ｻｰﾋﾞｽ支援ｼｽﾃﾑ



撮影禁止ＫＳＡＳ 現在サービスを開始しているＳｔｅｐ.１の取り組み

耕起、連動基肥、代掻き 田植え、連動可変施肥

経営者(事務所)

施肥設計 収穫、食味収量センシング

追肥、防除
(KSASへのデータ送信可能)

乾燥システム連携、出荷

水管理(毎日の確認)

①圃場地図と連携した栽培支援システムの構築

②コンバイン、田植機、乾燥機等との連携によるＰＤＣＡ農業実現

③稲作 → 畑作・野菜作へ展開



ＫＳＡＳの加入者数と活用状況

全ご加入者数 10500

営農支援システムご加入会員数 2,100

登録圃場面積(ha) 98,000

登録圃場枚数(枚) 440,000

利用状況
作付計画率 80%

作業日誌作成率 70%
2020年9月末時点



事例：カーライフフジサワ様でのＫＳＡＳ活用状況

ほ場管理システム
（KSAS）の導入

ＰＣ画面（KSAS）
→適切な作業指示

モバイル端末画面

飼養用稲WCS収穫 飼料用トウモロコシ収穫稲わら収集（KSAS対応トラクター）
の導入



ＫＳＡＳ バージョンアップ情報



ＫＳＡＳ バージョンアップ情報



撮影禁止ＫＳＡＳの進化の方向性

・稲作 → 畑作・野菜作へ展開

・気象予測、圃場環境(水位、土壌肥沃度等)、生育(リモセン)などの

圃場内でのバラツキを把握し、ビッグデータ解析による栽培プロセスの

更に精密な管理(精密施肥・施薬、圃場水管理)

・最適営農計画策定、自動農機の最適運行ルート作成など



撮影禁止ＫＳＡＳの進化の方向性 ・・・ Ｓｔｅｐ.２の狙い

１. 担い手が管理する圃場は、作業効率向上のため区画整理による

合筆が進み、一筆当りの規模が拡大。

そのため、担い手にとって、圃場１枚の中での収量や品質の

バラツキの管理が重要になっている。

２．天候情報、作物の生育状況、施肥や水管理などの栽培プロセス

でのデータを収集・活用することで、精密施肥や病害虫の予測を

可能にし、更なる収量・食味の向上を図る。

３．圃場の水管理など、農作業の周辺作業の効率化を図る。



Ｓｔｅｐ.２の主要取り組み

耕起、可変基肥、代掻き 田植え、可変施肥
連動除草剤散布

リモート
センシング

経営者(事務所)

精密施肥設計
圃場水管理計画

収穫、
精密センシング

自動水管理

ビッグデータ解析連動乾燥
出荷

可変追肥、可変施薬

or

１ ２３

精密食味・収量コンバインによる細分化された圃場での収集に基づく可変施肥や土壌改良

リモートセンシングによる生育状況や病害虫発生状況の把握による可変追肥や施薬

水位センサーや水管理システムとの連携

気象情報を活用した早期警戒アラームや最適収穫時期の予測

１
2
3
4



Ｓｔｅｐ.２の開発技術 ・・・ 精密食味・収量コンバイン Ｓｔｅｐ.２

① 食味・収量を圃場１枚単位から数ｍ単位で計測する、精密センシング
が可能 → レイヤーマップの生成 → 可変施肥を実現

② 直接通信ユニットの搭載により、ＫＳＡＳモバイルを介さなくても
ＫＳＡＳクラウドへデータを送信可能

③ 麦・大豆への対応 → ソバ等、さらなる畑作への展開

主
な
特
徴

精密食味・収量コンバイン ＷＲＨ１２００ (120PS)

精密センシングのイメージ

Ｄ－ＧＰＳ
ユニット

直接通信
ユニット

１



ビデオ …精密食味収量コンバイン



１. 精密食味・収量コンバインによるセンシング

食味情報

収量情報

２. 土質等

各種農業情報の

インプット

４. 可変基肥・施肥

ＫＳＡＳレイヤーマップ

Ｓｔｅｐ.２の開発技術 ・・・ 可変基肥・施肥 Ｓｔｅｐ.２ １

３. 可変施肥マップ作成

農研機構日本土壌インベントリーより(秋田周辺) 

土壌肥沃度

生育

作業経路

施肥

土質

食味

収量



可変基肥・施肥の効果 Ｓｔｅｐ.２ １

実際に各地の農家で使ってもらう中で、

①収量の増加、②食味の向上、③バラツキの改善に効果があることを検証中

実
証
結
果
の
一
例

2015年 2016年

平均収量： 582kg

標準偏差： 42.3

平均収量： 722kg

標準偏差： 31.8

平均タンパク率： 6.4%

標準偏差： 0.42

平均タンパク率： 6.3%

標準偏差： 0.26



リモートセンシングドローン

① 小型・軽量・４バンドの農業用スペクトルカメラ搭載

② 広範囲の生育情報を短時間で収集可能

③ 専用ツール： 生育マップ生成からＫＳＡＳへのアップロードまで簡単操作

④ ＫＳＡＳで生育マップに基づいた可変施肥を可能にする

主
な
特
徴

2018年6月から試験運用開始

空撮仕様(現状)

・撮影高度： 100m

・解像度： 10cm程度

・飛行時間： 15分

・撮影範囲： 7ha圃場（実績値）

Ｓｔｅｐ.２の開発技術 ・・・ リモートセンシング Ｓｔｅｐ.２ ２

14



◆ ブロードキャスター

◆ グランドソア

◆ 田植機

◆ ドローン

自動調量
ユニット

Ｓｔｅｐ.２の開発技術 ・・・ 可変施肥・施薬対応機器 Ｓｔｅｐ.２ １ ２

１

主にＳｔｅｐ.２の

で使用する

２

共通

１

２

主にＳｔｅｐ.２の

で使用する



Ｓｔｅｐ.２の開発技術 水田ｾﾝｻｰ及び圃場水管理ｼｽﾃﾑとの連携 Ｓｔｅｐ.２ ３

パディウォッチ
・本システムは、ＳＩＰ(内閣府 戦略的イノベーション創造プログラム)の中で
農研機構などとともに、クボタケミックスが開発に取り組んでいる。

・遠隔地からスマホ操作で水田への水の給水･排水を行うことで、
圃場水管理の労力が、８０％削減可能になる。

圃場水管理システム(WATARAS)

ベジタリア(株)の
圃場センシングシステム

・水田センサー
・水位/水温

・温度/湿度/照度/
葉面濡れ等(オプション)

・風向/風速/降雨量予測

連携

連携

ＬＰＷＡ今春から
試験販売中



ＫＳＡＳ

・事業計画 ・作付計画

・作業計画 ・ｺｽﾄ分析

・精密施肥/施薬計画

・水管理計画/収穫計画

・作業実行プラン
(フリートマネジメント)

連携

他
社
機

営農計画策定

連携

・
Ｇ
Ａ
Ｐ
対
応
シ
ス
テ
ム

・
販
売
シ
ス
テ
ム

・
会
計
シ
ス
テ
ム

農家保有
情報システム

等

Ｓｔｅｐ.３で目指す農業ソリューションの概要

ｸﾎﾞﾀセンシング
データ

肥料・農薬

病害虫・雑草

各種統計

土壌

栽培指針

気象

他社センシング
データ

市場データ等
外部情報

農地・地図①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

農業データ連携基盤 (ＷＡＧＲＩ)

・
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
解
析
技
術

2016 → 2017 → 2018 → ・・・

ＫＳＡＳレイヤーＭＡＰ

土壌肥沃度

生育

作業経路

施肥

土質

食味

収量

気象・圃場・水管理データ



目指すシステムにおける課題

(1)施肥設計・土壌改良支援システム

(2)気象、圃場環境情報に基づく作物の生育予測、早期警戒栽培支援

(3)病害虫・雑草診断及び対処法ナビシステム

(1)地図・農地情報、気象、土壌、品種、栽培指針、肥料・農薬等資材情報

(2)水路・設備情報 (3)衛星リモートセンシングデータ

(4)市場(市況・流通)データ (5)農研機構や県農試などの研究成果

１．官民のオープンデータの活用

２．農業の診断・栽培支援システムとの連携

(1)他社農機との接続 データ接続フォーマット標準化(ISO-XMLなど)

(2)各社センシング機器・システムとの連携 データ構造の標準化

３．他社農機・他社農業用システムとの連携と農業データの標準化

農業データ
連携基盤
(WAGRI)
を活用



４．自動化による超省力化 ・・・ 狙いと将来像

ＩｏＴ・ロボット技術の活用により、超省力・高品質生産を実現

１．農作業の効率ＵＰ

２．農作業の標準化

３．省力化

４．軽労化

５．精密農業の実現

狙い

農機の自動・無人化

将来像

ＡＩ



遠隔監視

搭乗/現地監視

ＡＩ

レベル② 2020～

◆有人監視での
自動化・無人化

レベル③ ◆完全無人化
●農道を走行可能な

マルチロボットシステム

⇒

畑作大型トラクタ
直進キープ機能付

田植機

アグリロボトラクタ

アグリロボ
コンバインNｅw！

新 直進キープ機能付
田植機

レベル① 2010～

◆オートステア



自動運転トラクタ・田植機・コンバイン

ＫＳＡＳとの連携、完全自動・無人化に向けた技術開発を推進中

障害物の検知と自動停止

野菜移植機との複合作業

・グレンタンク満杯時の自動離脱

・その後の最適ルートへの自動復帰
・圃場マップに合わせた植付け制御

・植付けエリアの自動計算

自動化による超省力化 ・・・ 自動・無人化農機の開発(完全自動・無人機)

アグリロボコンバイン アグリロボトラクタ アグリロボ田植機



５．省力化・軽労化への取り組み

アシストスーツ（ラクベスト） ウインチ型パワーアシストスーツ

農薬散布機能付きドローン ラジコン草刈り機



(3)低コスト化(政府目標：1俵当たりの生産コスト４割減)

①増員無しで規模拡大

(2)収量(単位面積当たり)・食味アップ

◆1人で２０haを楽々カバー可能に

②データに基づく施肥設計、精密施肥 ◆肥料・農薬削減

３．環境負荷削減

１．儲かる農業の実現

６．スマート農業に関するまとめ ・・・ クボタが目指すスマート農業で提供する価値

２．軽労化・省力化し、きつい作業から解放

(1)市場で求められる作物を、求められる
時期に、求められる量を生産可能に



普及のための課題 1/2

①地域・全国研修会（交流会）による、レベルＵＰ

②農業改良普及センターなどの農業関連団体と連動した活動

①お客さまの生の声を確実に反映した改良とコストダウン

②農研機構・大学など公的機関や各国のＩＴ企業等との連携による
オープンイノベーションでの新技術開発とシステムの拡充



普及のための課題 2/2

①農業データの標準化や他社システムとの連携容易化(WAGRI)

②官民オープンデータ活用のためのデータ連携基盤作り（WAGRI)

③５G等の農業用高速通信網の整備と通信規制緩和

④自動化・無人化のための圃場基盤・農道整備

⑤RTK-GPSの基地局や準天頂衛星システム等、GPSインフラ整備

⑥安全規格、リスクアセスメントなど、各種基準づくり

⑦自動化農機普及のための教育体制整備

⑧担い手補助制度



ご清聴ありがとうございました。
28


